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【背景】
新潟医療福祉大学学習支援センターの設立目的は 「学生全
員の学習の質の向上」であり,スタディスキルズはじめ専門
科目理解のための専門基礎指導,個別の学修相談 ・指導など
を企画し実施している.平成23年の学習支援センター開設後
の利用者数の分析1)及びニーズの分析2)については,既報の
とお り学習支援センターが企画する様々な科目内容のセミナ
ーの利用増加が顕著であり,成績下位の群の利用と上位の群
の利用も多くあることが判明した.しかし,入試制度の多様
化,学科や学生の増加で,効率的で効果的な学習支援策の立
案,実施が今後の課題 となっている.そのためには,利用者
である学生の属性を知ることが,課題解決の大きな手がかり
となろう.平成25年度には,学習支援センターの利用記録の
電子化や学習の動機づけ(意識)調査の開発に取 り組み,平
成26年度当初に学習の動機づけ調査を実施すると共に多様
な入試制度と成績の関係から3)学生の属性解明の端緒を開く
に至っている.本研究では,集団指導であるセミナー及び個
別指導の利用形態の属性を学科,入試制度から分析する.
【方法】
平成26年度前期にセミナーの受講者を対象にして実施の
学習の動機づけアンケー ト調査(セ ミナー及び個別指導の利
用も同時調査)結果をもとに,セ ミナーのみの利用(個別指
導なし),セミナーの利用と個別指導を利用(個別指導あり)
に分類し,所属学科,入試制度(「入試区分」として 「学力検
査を伴う早期入試」=AO入試 ・特別推薦入試,「学力検査の
ない早期入試」=公募推薦入試 ・スポーツ推薦入試 ・社会人
等特別入試,「通常入試」=一般入試 ・センター試験利用入試,
「指定校推薦入試」=指定校推薦入試)との関連を検討する.
【結果】
期間:平成26年3月31日から5月31日.調査数:1年生
206人,2年生104人.調査方法:利用形態調査も記載の学習
の動機づけアンケー ト調査による.「指定校推薦入試」は 「学
力検査のない早期入試」と同じであるが,先行研究との整合
性を考慮 し分離した.所属学科と学年別の利用率を示したも
のが図1である.また,入試区分と学年別の利用形態の別を
示したものが図2及び図3である.
【考察】
セミナーの利用率60%以上の学科が3学科あり,学科間で
の利用指導の差異が考えられる.また,学習の動機づけアン
ケー トはセミナー利用初回時に実施 し,回答時に個別指導の
利用経験を集計対象 としており,セミナー利用に先立ち1年
生で約15%,2年生で約7%が個別指導を経験していた.入
試区分によるセミナーだけの利用(個別指導なし)及び個別
指導も受講 した学生の比率は,1年生では,学年総数の入試
区分の割合に類似するが,2年生では,通常入試の学生の個
別指導の利用割合が少なく 「早期入試」群が多く占めるが調
査数が少数のため今後更に調査の必要がある.
【結論】
学科間で学習支援センター利用に差異が認められるが利用
指導の他,医療系学科向けの基礎知識や情報のセミナーと利
用率との関連性も推測できる.セミナーという「集団の学び」
は,個別指導としての 「個の学び」より利用率が高く,「個の
学び」の支援策の改善が今後の課題といえる.
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